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 「私たちは、同伴者イエス・キリ

ストと心を合わせて、貧しい人や

弱い人の声を聴き、皆でともに手

をたずさえて（日本人も外国人も、

老いも若きも）、福音の喜びを分か

ち合っていく使命を生きていきま

す」――これは「ミッション 2030」

の前文のなかの言葉です。異文化

交流や外国人との共生は社会的に

も重要な課題ですが、教会として

も真剣に取り組まなければいけな

いものです。今回のフォーラムで

は各国共同体の方々から活動状況

を報告して頂きますが、「ミッショ

ン 2030」のスタートから６年を経

て、ようやくその端緒にたどり着

いたといえるでしょう。 

 外国人信徒との交流を考える場

合、単につながりだけを追求する

のではなく、「どのように協働し、

具体的に何をするか」までを考え

ることが大切です。 

 そして、その際に留意したいこ

とがいくつかあります。まず一つ

は、言葉の壁をどう乗り越えるか

ということです。すべてはこれを

前提に考える必要があります。 

 次に、「外国で暮らす」という特 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別な環境と事情に配慮することで

す。外国で暮らす人々にとって、母

国語でミサに与ること、母国の友

人と一緒に過ごしたり母国語で話

したりすることなどは、かけがえ

のないことです。私たちは彼らの

そうした場や時間を尊重し、大切

に守らなければなりません。 

 そして、日本の教会の将来はど

こにあるかを考えることです。皆

さんも実感しているように、日本

人共同体は高齢化が予想以上に進

んでいます。もはや日本の教会は、

日本人信徒だけでは成り立ちませ

ん。教会に来られる外国人、とくに

若者は積極的で熱心で、行動力に

あふれています。外国人信徒との

協働は、日本の教会そして日本人

信徒に元気をもたらしてくれるこ

とでしょう。 

 当教会ではコロナ禍に入ってイ

ンターネット配信が活発になりま

した。その分野では既に、日本人と

外国人の協働が進んでいます。今

日は各国共同体の活動内容を皆で

共有しながら、「協働・コラボレー

ション」という観点から、これから

の教会のありかたを考えてみてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆イングリッシュセンター 

全体報告：指導司祭・ボニー神父さま 

 正式名称は「ジョン デ ブリッ

ト イングリッシュセンター」。創

立記念日は２月４日で、その日に

近い主日に創立記念ミサを行って

いる。通常のミサは主日の 12時と

16時半の２回。ミサと告解は 11名

の神父が担当している。 

 活動グループは計 17。内訳は、

活動グループとして認められてい

るグループが２つ。それ以外の 15

のグループは「英語グループ」とい

う大きな括りの下で活動し、さら

に４つの奉仕活動がある(次頁表

参照)。今日はその中から３つのグ

ループが具体的な報告を行う。 

・プレイズ アンド ワーシップ 

  ネヘミヤ記８章９節～10節をモ

ットーとし、聖歌を歌い、その日の

福音を味わい、分かち合い、とりな

しの祈りなど、感謝と賛美を形に

表して主に捧げる集いを行う。参

加者の国籍はアメリカ、日本、ガー

ナ、ルワンダなど様々で、祈りや分

かち合いはバイリンガルで行われ

る。第１日曜日の 10時～10時半、

信徒会館 203室にて活動中。 

  

[新しい協働]フォーラム 
◎ミッション 2030◎ ニューズレター VOL.5 

 

イグナチオ教会では 2017 年度から「ミッション 2030」に取り組み、「祈りを深める」「福音を伝える」 
「共同体を生きる」という各柱で、順次ワークショップを行ってきました。 
今年度は「新しい協働」をテーマに、司祭、修道者、信徒の区別なく連携していくことを目指して、教会活

動を広く見直すためのフォーラムを全６回の予定で開催しています。 
第 5 回目のフォーラムは 2022 年 2 月 6 日(日)に行われ、3 つのインターナショナル共同体と 3 つの活動

グループが活動内容などを報告し、発表後には参加者の皆さまとともに分かち合いを行いました。 

第 5 回「隣人となる恵み～インターナショナル共同体との交わり」 

英神父さまのお話 各国共同体の報告 



●第 6回フォーラムは 2022年 3月 20日(日)13時～。テーマは「英神父さまと語り合おう ミッション 2030」● 
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・エンジェルス 

 活動開始は 2010年。当時、フィ

リピン人の親御さんから「子ども

が英語を理解できず、教会に来た

がらない」という声が多数あった

ため、英語のミサ中、別室に子ども

たちを集めて日本語で福音を伝え

るようになったのが始まりである。

近年は日本語と英語で行っている。

対象は６歳～12歳。基本の活動は

第一日曜日、英語ミサ中にザビエ

ル聖堂において、聖歌、祈り、福音

の読み聞かせなどを行う。 

・国際青年会(SIIYM) 

 イエスを中心に豊かで意味のあ

る人生を生きるよう、青年たちを

励まし力づけることを目指してい

る。神から与えられている賜物や

感性、独創性を引き出し高めるこ

と、メンバーの霊的成長と育成を

支えることを役割と考え、これら

に基づく活動を行っている。おも

な活動は主日 16 時半ミサの奉仕、

イグナチオ・ユース・デーの開催、

リビングロザリー、巡礼、黙想会、

クリスマス・キャロリングなど。 

◆東京・インドネシア共同体 

 1996年に誕生し、イグナチオ教

会とアンセルモ教会(目黒教会)を

拠点に、2人の司祭の下、活動を行

っている。イグナチオ教会に集う

信徒は 40名～80名。コロナ以前は

月２回のミサをしていたが、現在

は第２日曜日、16時半からの１回

のみ。オンラインミサの配信は月

２回行っている。合唱団、合宿と黙

想会、懇親会、イグナチオ教会の教

会祭への参加、東京教区のインタ

ーナショナルミサへの参加などの

他、各種 SNS を使った情報配信な

どを積極的に行っている。 

◆ベトナム人カトリック共同体 

 18歳～35歳の若者中心の共同体

である。コロナ禍になり、オンライ

ンミサの配信、パンデミックによ

る生活困難者へのサポートなど新

たな活動も始めた。関東地方には

ベトナム人の若者が多く住むこと

から、在日生活の困難や故郷への

思いなどを分かち合う「ベトナム

関東青年会」を立ち上げた。神の愛

を実践するキリスト者として、つ

ながりを必要とする人々に愛の灯

をともしたいと願っている。 

◆スペイン語圏コミュニティ 

 ガラルダ神父さまと二人のシス

ターの指導の下、教会内のセント

ロ・ロヨラを拠点に活動中。ミサは

主日の 13時半から主聖堂にて。定

例ミーティング、聖書講話、福音を

日常生活で実践するための講話な

どの他、日本人向けのスペイン語

クラス、外国人向けの日本語クラ

スなどを開催している(コロナ禍

によりミサ以外の対面活動はほぼ

休止中)。聖イグナチオ年に合わせ、

「日常生活における霊操」をテー

マにした講話をネット配信し、全

国からアクセスがある。 

 共同体の高齢化、日本人の配偶

者や日本語がわかる若者がコミュ

ニティに関わらないことなどが目

下の課題である。 

 

 各共同体の報告の後、参加者の

皆さまが分かち合いを行いました。

抜粋してご意見を紹介します。 

「各国ならではのアイディアや文

化を取り込み、共に何かをつくり

あげたり成長したりして、より良

い教会にしていきたい」 

「言葉の壁を越えるには、掃除な

ど体を使った活動から始めると良

いのではないか」 

「各共同体の代表者が出席して課

題や問題的などを共有する連絡会

を作ってはどうか」 

 

 国際青年会は３人の若者の発案

で始まり、今は数百人規模に成長

し、CTIC(カトリック東京国際セン

ター)の活動の大きな力になって

います。聖書の中のからし種のた

とえが現実になっているのです。

また私の心にもっとも強く残って

いるミサは、献堂 20周年のインタ

ーナショナルミサです。各国共同

体の力が結集したすばらしいミサ

でした。定期的に行事を企画運営

することは、協働を進める一助に

なるでしょう。 

 ただしそれだけでは足りません。

つながりを深めていくには、目的

を設定し、その達成に向けて協力

しあうことです。例えばベトナム

人共同体がコロナによる生活困窮

者の支援を行っていましたが、こ

うした活動は協働の良い機会にな

るはずです。分かち合いで出た「掃

除など体を使った活動」というの

も良い案ですね。 

 様々な可能性と機会を探り、本

当の意味での「カトリック＝普遍」

な教会を作っていけるように願っ

ています。 

イングリッシュセンターの 

活動グループ 

英語聖歌隊 

日本語教室 

英語グループ(侍者会、エンジェル

ス、コーヒー・ウェルカム・ミニスト

リー、英語圏月例会議、聖体奉仕者チ

ーム、信仰育成講座、御言葉の分かち

合いグループ、先唱者・聖書朗読チー

ム、広報チーム、英語センター事務ス

タッフ、プレイズ&ワーシップ、聖堂係・

典礼奉仕者グループ、国際青年会、日

曜学校、日本語教室、配信チーム) 

奉仕活動(洗礼および回心準備講座、

初聖体の準備、堅信準備講座、結婚準

備講座) 

信徒の分かち合いから 

英神父さまのまとめ 


